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価値創造プロセス

2020年2⽉29⽇
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会社概要

社名 三井化学株式会社

創⽴年⽉⽇ 1997年10⽉1⽇ （設⽴年⽉⽇ 1955年7⽉1⽇）

本社 東京都港区東新橋⼀丁⽬5番2号汐留シティセンター

代表者 代表取締役社⻑ 淡輪 敏

資本⾦ 125,298百万円

主な事業内容 モビリティ事業
ヘルスケア事業
フード&パッケージング事業
基盤素材事業

従業員 17,743⼈（連結 2019年3⽉31⽇現在）

上場市場名 東証1部
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経営ビジョン

企業グループ理念

地球環境との調和の中で、材料・物質の⾰新と創出を通して、
⾼品質の製品とサービスを顧客に提供し、もって広く社会に貢献する

⽬指すべき企業グループ像

絶えず⾰新による成⻑を追求し、グローバルに存在感のある化学企業グループ

3軸経営（トリプルボトムライン）

経済軸・環境軸・社会軸から成る
3軸経営（トリプルボトムライン）
を深化させ、⻑期的視点に⽴った
経営を⾏い、社会課題の解決に
向けた取り組みを⾏うことで、社会と
ともに持続的な成⻑・発展を⽬指す

1.1.企業理念と経営の
ビジョン
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三井化学の価値創造プロセス

4.2.経営資源・無形資産
等の確保・強化

2.2.競争優位を確保する
ために不可⽋な要素
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三井化学グループの4つの強み

2.2.競争優位を確保する
ために不可⽋な要素
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三井化学グループの4つの強み

4.1.バリューチェーン
における影響⼒強化、
事業ポジションの改善

2.2.競争優位を確保する
ために不可⽋な要素



7

「Blue Value®」「Rose Value®」の価値創造

2019年1⽉賛同

4.3.ESG・グローバルな
社会課題（SDGs等）
への戦略の組み込み

5.2.戦略の進歩を⽰す
独⾃KPIの設定

3.1.ESGに対する認識
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環境貢献価値「Blue Value®」
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QOL向上貢献価値「Rose Value®」
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経営指標

5.5.企業価値創造の
達成度評価

5.4.資本コストに対する
認識

2018年度までは好調な需給環境を背景に業績は好調も、
直近は⽶中貿易摩擦等の影響もあり低下傾向
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株主還元

業績を踏まえた継続的な増配、機動的な⾃⼰株式取得により、
総還元性向30%を指向



12

ガバナンス体制

6.1.経営課題解決に
ふさわしい取締役会
の持続性

6.4.戦略的意思決定
の監督・評価

6.6.役員報酬制度の
設計と結果
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以 上


